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日本を含め世界各地で異常気象や天候異変が相次

ぎ，気象・気候災害も多くなっている．災害がどうし

て発生したのかの探求は，大切なことであるが，要因

が複雑にからみあっており，根本的なメカニズムの解

明がなされていないものも少なくない．しかし，防災・

減災対策のためには，わかっていること，わかってい

ないことを明らかにして，きちんとまとめておく必要

があると考える．

本書は，複雑な要因で成り立っている気象や気候変

動について，大きく９章に分けている．まず，異常気

象・極端現象を取り上げ，次にその要因及び背景を述

べているのが１～３章である．

１章はいくつかの異常気象や極端現象と呼ばれる

様々な大気現象に関する研究の進捗状況や未解明の課

題などについての概観である．地球温暖化の緩和・適

応に向けた将来予測のため，地球温暖化の実態把握で

は不確実性を小さくすることが求められているが，研

究は現在進行形であるので，２章では，科学的知見を

中心に，現在理解されている地球温暖化の実態を概観

している．さらに３章では，気候変動の影響を，人工

衛星の観測も使いながら，植物分布の変化，農作業へ

の影響を整理している．次いで気候変動の影響を水循

環と我々の生活との関連，水循環の中で海洋生態系，

砂漠化や健康など幅広く取り上げている．

気候システム変動の特性について，大気・海洋相互

作用や極域・雪氷圏やその他の自然要因に焦点をあて

て述べているのが４～６章である．海洋は，大気とエ

ネルギーや水のやりとり等を介した複雑な相互作用を

しているが，エルニーニョ・ラニーニャ現象や太平洋

十年振動，海洋生態系のレジームシフト，ENSO，黒

潮，台風，西風バースト，モンスーンという代表的な

現象について，研究の進捗状況を概観している．極域

は多くの雪氷を維持するが，その一部が気候変動によ

り融解・消滅すると大気大循環にも影響を与えること

から，北極振動の視点から気候変化を評価している．

また，世界の代表的な雪氷域であるアジア有数の高山

地帯や南米南端のパタゴニア，南極大陸の氷河変動の

歴史から近現代の気候変動を評価し，最後に極域で発

生するオゾン層破壊についても取り上げている．その

他の自然要因として，ミランコビッチ・サイクル，太

陽活動と海洋・気候システムの関係，火山噴火などの

多方面から気候変動を，現時点における進捗状況で整

理している．現在の世界の気候区分の諸特性のまとめ

もある．

そして，歴史時代から地質時代までという時間ス

ケールの気候変動を，種々の古文書や資料を読み解い

て論じているのが７，８章である．歴史時代では

10～12世紀の中世温暖期前後や，16～19世紀の小氷河

期の分析が細やかで，小氷河期の後期からヨーロッパ

諸国で始まった測器による系統的観測での補強が全体

を興味深いものにしている．また，地質時代の記述で

は，完新世と呼ばれる現在から１万1000年の間を論じ

ている．北半球で産業革命以前に比べて約１度高かっ

たといわれる6000年前のヒプシサーマルと近代温暖期

の気候要因の比較や，気候環境の変遷を海水準変動，

樹木年輪，花粉分析，植物珪酸体，貝形虫類と有孔虫

類，古地形・堆積物など，各専門分野の詳しいデータ

解析に立脚した多角的な視点から分析している．グ

ローバルスケールに加え，地域スケールで身近な事例

を多く導入することで俯瞰できるよう配慮されている

と感じた．

最後に，地球環境への負荷が少なく，気候変動に対

して柔軟に対応できるということで注目されている自

然エネルギー（太陽・風・陸水・海洋・地熱・バイオ

マス）に焦点をあて，それぞれの歴史やその活用に向

けた取り組みや，気候変動の影響への対応策などにつ

いてまとめている（９章）．気候変動が起きている時

代に，どう対応してゆくかのヒントがまとめてある章

ということができよう．

巻末の「気候変動・気候災害に関する年表」では，

江戸末期の寛政13年（1801年）以降の日本と海外の異

常気象などを年ごとにまとめ，そこには，火山活動や

海洋異変（ENSO），太陽活動，年輪分析による年平

均気温偏差，山桜の満開日による推定気温が一覧と

なっており，この年表の価値を高めている．このた

め，時間軸で諸現象を概観したり，相互関連性やメカ

ニズムの端緒を考察するのに適していると思われる．

本書は，不明な点は不明とし，現状を示して問題究

明についての足がかりとした本である．また，興味あ

2018年７月 33

Ⓒ 2018 日本気象学会



ることをつまみ読みしたり，奥深い気候の世界をじっ

くり読んだりと，いろいろな読み方ができる本でもあ

る．

序文に目指していると書いてあるように，研究者か

ら地方自治体の防災関係者，地球環境に興味のある広

範な人々に対して読み応えのある一冊となっている．

（青山学院大学 饒村 曜)
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本日 よび関連学会行気象学会お

名 開催年月日 主催団体等 場所 備考

第35回

事予定

行事

科学・技
術研究討論会

2018年７月31日
～８月２日

(主催)日本エアロゾル学
会
(共催)日

エアロゾル 名古屋大学シンポジ
オン（愛知県名古屋
市千種区不老町）

https://sites.google.com/

site/jaast35nu/home

第52回夏季大学「浸水・洪
水予測と気象防災の

本気象学会

018年８月４日 教育と普及委員会 気象庁講堂（東京都
千代田区大手町1-3-
4）

http://www.metsoc.jp/

about/educational activi
 

ties/summer school
「天気」65巻６号

関西支部第40回夏季大学
「惑星気象学の新展開」

2018年８月18日 (主催)日本気象学会関西
支部
(後援)大阪管区気象台，
日本気象協会関西支社

京都テルサ東館3Ｆ
大

最前
線」

2

都市南
区東九条下殿田町
70）

http://kansai.metsoc.jp/

summer/kaki18.html
「天気」65巻６号

気象夏の学校 2018（第30回
日本気象学会夏期特別セミ
ナー）

2018年８月31日
～９月２日

(主催)第30回日本気象学
会夏の学校実行委員会
(後援)日本気象学会

愛知県民の森（愛知
県新城市門谷鳳来寺
7-60）

https://sites.google.com/

view/meteorologynatuga
 

ku2018nagoya/
「天気」65巻５号

日本流体力学会年会2018・
日本流体力学会創立50周年
記念シンポジウム

2018年９月３～
６日

(主催)日本流体力学会
(協賛)日本気象学会

大阪大学豊中キャン
パス（大阪府豊中市
待兼山町1-3）

http://www2.nagare.or.
jp/nenkai2018/

国際金星会議2018 2018年９月11～

会議室（京

ternational  Venus
 

Science Community

ヒルトンニセコビ
レッジ（北海道虻田
郡ニセコ町東山温
泉）

https://www.cps-jp.org/

akatsuki/venus2018/

iCACGP-IGAC2018国際
会議

2018年９月25～
29日

iCACGP-IGAC2018国
際会議組織委員会

サンポートホール高
松（香川県高松市サ
ンポート2-1）

http://icacgp-igac2018.

org/

第10回熱帯気象研究会 2018年９月25，
26日

熱帯気象研究連絡会 名古屋大学 IB電子
情報館 IB015講義室
（愛知県名古屋市千
種区不老町）

http://precip.hyarc.nago
 

ya-u.ac.jp/masunaga/tro
 

pmet18/

平成30年度 京都大学防災
研究所 一般研究集会「台
風研究会」

2018年９月27，
28日

(主催)京都大学防災研究
所
(共催)岐阜大学工学部附
属応用気象研究センター

京都大学宇治キャン
パス防災研究所連携
研究棟(京都府宇治
市五ケ庄)

https://www1.gifu-u.ac.
jp/ amet/typhoon2018/
201809 DPRI-Typhoon.
html
「天気」65巻５号

第６回 SPARC General
 

Assembly

2018年10月１～
５日

(主催)WCRP（世界気候
研究計画）/SPARC
(共催)日本気象学会

みやこめっせ（京都
市左京区岡崎成勝寺
町9-1）

http://www.sparc-c l i
 

mate.org/meetings/gene
 

ral-assembly-2018/

2018年度秋季大会 2018年10月29日
～11月１日

日本気象学会 仙台国際センター
（宮城県仙台市青葉
区青葉山無番地）

http://www.metsoc.jp/

meetings/2018a
「天気」65巻５号

14日
In


